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こ
の
改
正
法
案
は
、
「
食

料
安
全
保
障
の
抜
本
的
な
強

化
」
、
「
環
境
と
調
和
の
と

れ
た
産
業
へ
の
転
換
」、「
人

口
減
少
下
に
お
け
る
農
業
生

産
の
維
持
・
発
展
と
農
村
の

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維

持
」
の
実
現
を
目
指
し
て
、

基
本
理
念
の
見
直
し
と
、
関

連
す
る
基
本
的
施
策
等
を
定

め
る
も
の
。

坂
本
哲
志
農
相
は
３
月
１２

日
の
衆
参
農
林
水
産
委
員
会

で
、
「
農
業
政
策
が
大
き
な

転
換
点
に
立
っ
て
お
り
、
今

年
を
食
料
安
全
保
障
元
年
と

し
て
全
力
を
尽
く
し
て
い

く
」
と
所
信
を
述
べ
た
。

改
正
法
案
の
概
要
は
次
の

と
お
り
。

【
食
料
安
全
保
障
の
確
保
】

①
食
料
安
全
保
障
の
確
保

の
定
義
を
「
良
質
な
食
料
が

合
理
的
な
価
格
で
安
定
的
に

供
給
さ
れ
、
か
つ
、
国
民
一

人
一
人
が
こ
れ
を
入
手
で
き

る
状
態
」
と
す
る
。

②
農
業
生
産
の
基
盤
等
の

確
保
が
重
要
で
あ
る
こ
と
に

鑑
み
、
国
内
へ
の
食
料
の
供

給
に
加
え
、
海
外
へ
の
輸
出

を
図
る
こ
と
で
、
食
料
供
給

能
力
の
維
持
が
図
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
規
定
。

③
食
料
の
合
理
的
な
価
格

の
形
成
に
つ
い
て
は
、
食
料

の
持
続
的
な
供
給
が
行
わ
れ

る
よ
う
、
農
業
者
、
食
品
事

業
者
、
消
費
者
そ
の
他
の
食

料
シ
ス
テ
ム
の
関
係
者
に
よ

り
、
そ
の
持
続
的
な
供
給
に

要
す
る
合
理
的
な
費
用
が
考

慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

旨
を
規
定
。

【
環
境
と
調
和
の
と
れ
た

食
料
シ
ス
テ
ム
の
確
立
】

①
新
た
な
基
本
理
念
と
し

て
、
食
料
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
は
環
境
負
荷
の
低
減
が
図

ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
環
境

と
の
調
和
が
図
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
旨
を
規
定
。

②
農
業
生
産
活
動
、
食
品

産
業
の
事
業
活
動
に
お
け
る

環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
の
促

進
等
を
規
定
。

【
農
業
の
持
続
的
な
発
展
】

①
基
本
理
念
に
お
い
て
、

生
産
性
の
向
上
・
付
加
価
値

の
向
上
に
よ
り
、
農
業
の
持

続
的
な
発
展
が
図
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
追
記
。

②
多
様
な
農
業
者
に
よ
る

農
地
の
確
保
、
農
業
法
人
の

経
営
基
盤
の
強
化
、
農
地
の

集
団
化
・
適
正
利
用
、
農
業

生
産
の
基
盤
の
保
全
、
先
端

的
な
技
術（
ス
マ
ー
ト
技
術
）

等
を
活
用
し
た
生
産
性
の
向

上
、
農
産
物
の
付
加
価
値
の

向
上
（
知
財
保
護
・
活
用

等
）
、
農
業
経
営
の
支
援
を

行
う
事
業
者
（
サ
ー
ビ
ス
事

業
体
）
の
活
動
促
進
、
家
畜

の
伝
染
性
疾
病
・
有
害
動
植

物
の
発
生
予
防
、
農
業
資
材

の
価
格
変
動
へ
の
影
響
緩
和

等
を
規
定
。

【
農
村
の
振
興
】

①
基
本
理
念
に
お
い
て
、

地
域
社
会
が
維
持
さ
れ
る
よ

う
農
村
振
興
が
図
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
追
記
。

②
農
地
の
保
全
に
資
す
る

共
同
活
動
の
促
進
、
地
域
の

資
源
を
活
用
し
た
事
業
活
動

の
促
進
等
を
規
定
。

農
水
省
は
２
０
２
４
年
度

か
ら
、
環
境
負
荷
低
減
に
向

け
て
、
生
産
者
等
が
補
助
事

業
の
申
請
を
行
う
際
に
、
適

正
な
施
肥
・
防
除
や
燃
料
節

減
、
生
物
多
様
性
の
保
全
な

ど
に
関
わ
る
１９
項
目
の
取
り

組
み
を
確
認
す
る
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
（
図
１
）
の
提
出
を

求
め
る
。
２５
年
度
か
ら
は
取

り
組
み
の
事
後
報
告
も
義
務

化
す
る
方
針
だ
。

同
省
で
は
、
２４
〜
２６
年
度

の
試
行
実
施
を
経
て
、
２７
年

度
を
目
標
に
全
て
の
補
助
事

業
等
に
対
し
て
、
最
低
限
行

う
べ
き
環
境
負
荷
低
減
の
取

り
組
み
の
実
践
を
義
務
化
す

る
「
ク
ロ
ス
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
」
を
導
入
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

こ
れ
は
、
生
産
現
場
等
に

お
け
る
環
境
負
荷
低
減
の
取

り
組
み
を
見
え
る
化
し
、
消

費
者
に
現
場
の
努
力
を
伝
え

る
こ
と
で
、
日
本
の
農
林
水

産
・
食
品
関
連
事
業
に
対
す

る
国
民
的
な
理
解
を
得
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
も
の
。

畜
産
に
お
い
て
は
、
２４
年

度
に
限
り
、
こ
れ
ま
で
提
出

し
て
い
た
「
み
ど
り
の
チ
ェ

ッ
ク
シ
ー
ト（
畜
産
）」（
図

２
）
を
使
用
す
る
。

こ
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

は
、
林
業
、
漁
業
、
さ
ら
に

食
品
関
連
事
業
者
等
に
も
提

出
を
求
め
る
。

事
業
実
施
後
の
報
告
及
び

取
り
組
み
状
況
の
確
認
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
具
体
的
な

方
法
を
検
討
す
る
予
定
。

政
府
は
２
月
２７
日
、
農
政
の
憲
法
と
も
い
わ
れ
る
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
を
閣
議
決
定
し
、
国
会
に
提
出
し
た
。
世
界
情
勢
の
変
化

に
よ
る
食
料
輸
入
等
の
不
安
定
化
や
、
国
内
の
農
業
人
口
の
急
激
な
減
少
な
ど
を
踏
ま

え
、
「
食
料
安
全
保
障
の
抜
本
的
な
強
化
」
を
基
本
理
念
に
位
置
付
け
て
い
る
。

全
国
開
拓
振
興
協
会
と
全

日
本
開
拓
者
連
盟
は
３
月
８

日
、
東
京
の
事
務
所
会
議
室

に
お
い
て
、
事
業
概
況
説
明

会
を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
、
会

員
等
３０
名
（
Ｗ
ｅ
ｂ
出
席
７

名
）
が
参
加
し
た
。

《
全
国
開
拓
振
興
協
会
》

西
谷
会
長
挨
拶
の
後
、
２３

年
度
事
業
実
施
状
況
、
２４
年

度
事
業
計
画
及
び
予
算
に
つ

い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
開
拓
営
農
振
興

事
業
実
施
要
領
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。

改
正
の
概
要

①
各
対
策
の
特
認
事
業
の

助
成
限
度
額
を
１
０
０
万
円

か
ら
２
０
０
万
円
に
引
き
上

げ
。
（
特
認
事
業
は
、
本
事

業
の
趣
旨
に
即
し
て
、
そ
の

適
否
に
つ
い
て
協
会
が
判
断

す
る
事
業
）

②
研
修
や
視
察
等
を
実
施

す
る
際
の
旅
費
に
つ
い
て
、

交
通
費
の
ほ
か
、
一
人
一
泊

に
つ
き
７
０
０
０
円
を
限
度

と
し
て
助
成
。た
だ
し
、日
当

は
助
成
の
対
象
外
と
す
る
。

《
全
日
本
開
拓
者
連
盟
》

菊
地
委
員
長
挨
拶
の
後
、

２３
年
度
運
動
報
告
、
２４
年
度

運
動
方
針
（
案
）
・
主
要
業

務
計
画
（
案
）
な
ど
に
つ
い

て
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。

２４
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン（
案
）

●
国
内
の
自
給
率
向
上
の
た

め
、
農
畜
産
業
の
経
営
安
定

対
策
と
生
産
基
盤
の
拡
充
強

化
を
実
現
さ
せ
よ
う

●
将
来
に
亘
り
担
い
手
が
希

望
を
持
っ
て
再
生
産
で
き
る

農
業
環
境
を
確
立
し
よ
う

●
震
災
・
災
害
・
原
発
被
害

か
ら
の
復
旧
・
復
興
を
加
速

さ
せ
、
早
期
に
経
営
の
再
建

を
成
し
遂
げ
よ
う

●
貿
易
協
定
の
交
渉
結
果
を

注
視
し
、
開
拓
営
農
を
守
り

抜
こ
う

●
開
拓
地
か
ら
消
費
地
へ
、

消
費
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
安

心
で
新
鮮
な
農
畜
産
物
を
届

け
消
費
拡
大
に
取
り
組
も
う

●
開
拓
地
の
担
い
手
育
成
に

取
り
組
も
う

●
家
畜
伝
染
病
か
ら
畜
産
・

酪
農
を
守
ろ
う

全
国
開
拓
振
興
協
会

は
、
コ
ロ
ナ
禍
等
に
よ
り

海
外
研
修
を
中
止
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
代

え
て
本
年
度
は
「
オ
ラ
ン

ダ
農
業
の
ご
紹
介
」
の
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
制
作
し
た
。

こ
の
作
品
は
①
オ
ラ
ン

ダ
農
業
の
概
要
と
パ
プ
リ

カ
の
水
耕
栽
培
工
場
、
②

オ
ラ
ン
ダ
の
酪
農
家
、
③

マ
ー
ケ
ッ
ト
調
査
、
の
３

部
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

３
月
中
に
各
会
員
に
配

布
す
る
予
定
。

ま
た
、
５
月
末
ま
で
ユ

ー
チ
ュ
ー
ブ
で
公
開
し
て

お
り
、
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
Ｕ
Ｒ
Ｌ
で
ア
ク

セ
ス
で
き
る
。

https://x.gd/o3RBO

事
業
概
況
説
明
会
開
催

食
料
安
全
保
障
元
年
と
位
置
付
け

食
料
安
全
保
障
元
年
と
位
置
付
け

全
国
開
拓
振
興
協
会

全
日
本
開
拓
者
連
盟

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
改
正
案
国
会
へ

「
オ
ラ
ン
ダ
農
業
の
ご
紹
介
」

Ｄ
Ｖ
Ｄ
配
布
全
国
開
拓
振
興
協
会

環
境
負
荷
低
減
へ
の
取
り
組
み

補
助
事
業
に
申
請
・
報
告
を
義
務
化

・機械作業事故常に注意を （２面）
・関東・九州地区で研修会開催 （３面）
・「食料・農業知っておきたい話」－１３１－（４面）
・餌探しすぐにあきらめない天敵昆虫 （５面）
・自給飼料の安定確保へ（酪総研シンポジウム）

（６面）
・農場拝見 （株）やました牧場（熊本） （７面）
・畜産物需給見通し （８面）

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
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農
水
省
は
２
月
２２
日
、「
農

作
業
安
全
対
策
全
国
推
進
会

議
」
を
開
催
し
た
。
農
作
業

現
場
で
引
き
続
き
最
も
多
く

起
き
て
い
る
機
械
事
故
や
、

急
激
な
気
温
上
昇
に
よ
る
熱

中
症
に
な
ら
な
い
よ
う
、
注

意
喚
起
を
行
っ
た
。

◇
研
修
実
施
規
模
で
死
亡

者
数
の
減
少
に
差

１７
年
と
２２
年
を
比
較
し
た

都
道
府
県
平
均
の
事
故
死
亡

者
の
減
少
人
数
は
、
平
均
１

・
４
人
。
農
作
業
安
全
の
研

修
を
２
千
人
以
上
に
行
っ
た

５
道
県
で
は
、
農
作
業
事
故

死
亡
者
数
が
平
均
２
・
６
人

減
少
し
た
。
一
方
、
１
０
０

〜
５
０
０
人
の
実
施
に
と
ど

ま
っ
た
１６
県
で
は
、
減
少
人

数
が
平
均
１
・
１
人
だ
っ
た
。

研
修
の
実
施

が
、
事
故
死
亡

者
数
の
減
少
に

効
果
が
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に

な
り
、
研
修
の

重
要
性
が
改
め

て
認
識
さ
れ

た
。◇

熱
中
症
対

策
と
機
械
研
修

の
重
点
期
間
を

設
置

２４
年
度
の
農
作
業
安
全
対

策
の
重
点
推
進
テ
ー
マ
は
、

「
学
ぼ
う
！
正
し
い
安
全
知

識
〜
機
械
作
業
の
安
全
対
策

と
熱
中
症
の
予
防
策
〜
」と
、

昨
年
度
か
ら
一
新
。
温
暖
化

で
救
急
搬
送
者
や
死
亡
者
数

の
増
加
が
止
ま
ら
な
い
熱
中

症
の
対
策
の
た
め
、
「
熱
中

症
対
策
研
修
実
施
強
化
期

間
」
を
５
月
１
日
〜
７
月
３１

日
に
、
「
農
作
業
安
全
研
修

実
施
強
化
期
間
」
を
１２
月
１

日
〜
２５
年
２
月
２８
日
に
設
定

す
る
初
の
取
り
組
み
を
行

う
。◇

初
夏
か
ら
熱
中
症
対
策

ス
タ
ー
ト
を

機
械
・
施
設
以
外
で
は
熱

中
症
に
よ
る
死
亡
者
が
最
も

多
い
た
め
、
初
夏
か
ら
十
分

な
対
策
を
行
う
こ
と
が
重

要
。
冷
却
ド
リ
ン
ク
や
フ
ァ

ン
付
き
ウ
ェ
ア
な
ど
を
利
用

し
て
、
昔
は
暑
く
な
か
っ
た

時
期
も
決
し
て
油
断
せ
ず
、

熱
中
症
対
策
に
取
り
組
む
。

事
例
発
表
を
行
っ
た
大
塚

製
薬
㈱
で
は
「
熱
中
症
対
策

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」
の
認
定
や

全
国
の
学
校
な
ど
で
講
習
も

行
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
講

座
も
活
用
し
て
、
熱
中
症
対

策
に
取
り
組
む
。

◇
農
閑
期
の
研
修
で
事
故

防
止
を

農
業
者
が
研
修
を
受
け
や

す
い
農
閑
期
（
１２
〜
２
月
）

の
研
修
実
施
を
強
化
す
る
。

農
業
の
実
状
に
即
し
た
農

作
業
安
全
の
知
識
の
普
及
を

目
指
す
「
基
礎
研
修
」
と
、

農
業
機
械
の
実
技
演
習
や
ほ

場
の
危
険
箇
所
の
マ
ー
キ
ン

グ
な
ど
の
研
修
を
必
要
に
応

じ
て
行
う
。

従
来
通
り
農
繁
期
の
事
故

に
も
十
分
気
を
付
け
な
が

ら
、
安
全
・
安
心
の
環
境
で

ケ
ガ
な
く
経
営
に
取
り
組
み

た
い
。

農
水
省
は
２
月
２２
日
、
２２

年
の
「
農
作
業
死
亡
事
故
に

つ
い
て
」
を
公
表
し
た
。
農

作
業
全
体
で
の
事
故
死
亡
者

数
は
２
３
８
人
で
、
前
年
か

ら
４
人
減
少
し
た
。

事
故
区
分
別
で
は
、
農
業

機
械
作
業
に
よ
る
も
の
が
１

５
２
人
で
、
前
年
か
ら
減
っ

て
い
る
も
の
の
、
依
然
と
し

て
事
故
全
体
の
６３
・
９
％
を

占
め
る
。
機
種
別
で
は
、「
乗

用
型
ト
ラ
ク
タ
ー
」
が
６２
人

で
最
も
多
く
、
事
故
全
体
の

２６
・
１
％
を
占
め
て
お
り
、

次
い
で
「
歩
行
型
ト
ラ
ク
タ

ー
」が
２１
人（
８
・
８
％
）、

軽
ト
ラ
ッ
ク
を
含
む
「
農
用

運
搬
車
」
が
１６
人
（
６
・
７

％
）
だ
っ
た
。
３
機
種
で
死

亡
事
故
全
体
の
４１
・
６
％
を

占
め
、
依
然
と
し
て
機
械
事

故
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

原
因
を
み
る
と
、
乗
用
型

ト
ラ
ク
タ
ー
で
は
「
機
械
の

転
落
・
転
倒
」
が
４１
人
と
最

も
多
く
、
機
種
に
よ
る
事
故

の
６６
・
１
％
を
占
め
る
。
歩

行
型
ト
ラ
ク
タ
ー
で
は
、「
挟

ま
れ
」が
９
人（
４２
・
９
％
）、

「
回
転
部
等
へ
の
巻
き
込
ま

れ
」
が
７
人
（
３３
・
３
％
）

の
順
で
多
い
。
農
用
運
搬
車

で
は
、
「
機
械
の
転
落
・
転

倒
」
、
「
挟
ま
れ
」
が
そ
れ

ぞ
れ
４
人（
２５
・
０
％
）と
、

最
も
多
く
発
生
し
て
い
る
。

施
設
作
業
に
よ
る
事
故
は

５
人
（
２
・
１
％
）
で
、
原

因
を
み
る
と
、
作
業
舎
の
屋

根
な
ど
の
高
所
か
ら
の
「
墜

落
・
転
落
」
「
落
下
物
に
よ

る
も
の
」
「
Ｃ
Ｏ
ガ
ス
等
に

よ
る
中
毒
」
が
各
１
人
（
合

計
６０
％
）
だ
っ
た
。

機
械
・
施
設
以
外
の
事
故

で
は
、
「
熱
中
症
」
が
２９
人

（
同
区
分
の
３５
・
８
％
）
と

最
も
多
く
を
占
め
る
。
次
い

で
「
稲
わ
ら
焼
却
中
等
の
火

傷
」
が
１５
人
（
１８
・
５
％
）

と
な
っ
て
い
る
。

年
齢
階
層
別
で
は
、
８０
歳

以
上
が
１
０
０
人
（
４２
・
０

％
）
で
最
も
多
く
、
前
年
か

ら
は
７
人
減
少
。
次
い
で
７０

代
が
８３
人
（
３４
・
９
％
）
で

８
人
増
加
。
６５
歳
以
上
は
２

０
５
人
と
、
全
体
の
８６
・
１

％
で
、
依
然
と
し
て
高
齢
者

に
よ
る
事
故
が
多
く
を
占
め

て
い
る
。

全
国
共
済
農
業
協
同
組
合

連
合
会
は
２
月
１９
日
、
「
農

業
に
関
す
る
意
識
・
実
態
調

査
」
の
結
果
を
公
表
し
た
。

全
国
の
１０
〜
５０
代
の
男
女
１

万
人
か
ら
回
答
を
得
た
も

の
。

「
地
方
暮
ら
し
へ
の
意
向
」

は
、
「
地
方
に
住
み
た
い
」

が
１０
代
が
４８
・
９
％
、
２０
代

が
４１
・
６
％
、
３０
代
が
３６
・

６
％
の
順
で
高
い
。
Ｚ
世
代

（
１５
〜
２７
歳
）
で
み
て
も
４５

・
１
％
と
、
若
年
層
で
「
地

方
に
移
住
し
た
い
・
地
方
に

住
み
続
け
た
い
」
と
い
う
回

答
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

「
今
後
農
業
を
や
っ
て
み

た
い
か
」
で
は
、
１０
代
が
２８

・
５
％
、
２０
代
が
２５
・
６
％
、

３０
代
が
２５
・
０
％
の
順
で「
農

業
を
や
っ
て
み
た
い
」
が
高

い
。
今
後
の
副
業
・
兼
業
と

し
て
の
農
業
の
可
能
性
は
図

の
と
お
り
。
約
半
数
が
副
業

・
兼
業
で
の
農
業
を
視
野
に

入
れ
て
い
る
。

農
業
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

小
谷
あ
ゆ
み
氏
は
調
査
結
果

か
ら
、
①「
作
物
を
育
て
る
」

と
い
う
目
の
前
の
課
題
に
取

り
組
む
こ
と
で
自
分
の
存
在

意
義
が
感
じ
ら
れ
る
、
地
方

暮
ら
し
と
い
う
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
憧
れ
る
。

②
経
済
の
視
点
か
ら
農
業

を
見
直
す
「
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ

ス
」
と
い
う
言
葉
な
ど
か
ら

見
え
て
く
る
ビ
ジ
ネ
ス
と
し

て
の
農
業
の
可
能
性
に
惹
か

れ
る
―
の
２
点
が
、
若
者
が

農
業
に
惹
か
れ
る
理
由
な
の

で
は
な
い
か
と
分
析
し
て
い

る
。

マ
イ
ボ
イ
ス
コ
ム
㈱
は
２

月
２０
日
、
「
ヨ
ー
グ
ル
ト
に

関
す
る
調
査
」
の
結
果
を
公

表
し
た
。
１０
〜
７０
代
の
男
女

９
４
５
９
人
か
ら
回
答
を
得

た
。飲

む
ヨ
ー
グ
ル
ト
以
外
の

ヨ
ー
グ
ル
ト
に
つ
い
て
、
月

に
１
回
以
下
〜
ほ
ぼ
毎
日

「
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
食
べ
る
」

は
８４
・
１
％（
１
・
１
㌽
減
）

と
、
前
回
調
査
か
ら
横
ば
い

の
傾
向
だ
っ
た
。
週
１
回
以

上
食
べ
る
割
合
は
女
性
と
高

年
代
で
高
か
っ
た
。

「
よ
く
飲
食
す
る
ヨ
ー
グ

ル
ト
の
形
状
（
複
数
回
答
）
」

は
、
「
大
容
量
の
、
取
り
分

け
て
食
べ
る
タ
イ
プ
（
３
０

０
〜
５
０
０
ｇ
程
度
）
」
が

４６
・
５
％
（
０
・
７
㌽
増
）

で
最
も
高
く
、
次
い
で
「
複

数
個
パ
ッ
ク
タ
イ
プ
」
が
３７

・
４
％
（
０
・
１
㌽
減
）
だ

っ
た
。
飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
は

２０
・
７
％
（
０
・
５
㌽
増
）

で
、
食
べ
る
ヨ
ー
グ
ル
ト
と

飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
摂
取
割

合
は
、
お
お
む
ね
食
べ
る
ヨ

ー
グ
ル
ト
５
：
飲
む
ヨ
ー
グ

ル
ト
１
の
割
合
だ
っ
た
。

「
大
容
量
の
取
り
分
け
て

食
べ
る
タ
イ
プ
」
は
女
性
や

高
年
代
で
高
い
傾
向
。
１０
・

２０
代
で
は
「
食
べ
き
り
サ
イ

ズ
の
カ
ッ
プ
・
複
数
個
パ
ッ

ク
タ
イ
プ
」
が
最
も
多
く
な

っ
て
い
る
。

「
よ
く
食
べ
る
ヨ
ー
グ
ル

ト
の
種
類
や
味
」
は
図
の
と

お
り
。
「
プ
レ
ー
ン
・
無
糖

タ
イ
プ
」
が
全
体
で
は
最
も

高
く
な
っ
て
い
る
も
の
の
、

若
年
層
で
は
「
プ
レ
ー
ン
・

加
糖
タ
イ
プ
」
、
１０
・
２０
代

で
は
「
フ
ル
ー
ツ
の
果
肉
や

ソ
ー
ス
入
り
タ
イ
プ
」
が
最

も
高
い
な
ど
、
若
年
代
で
甘

い
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
好
む
傾
向

が
う
か
が
え
た
。

Ｚ
世
代
約
３
割
が
農
業
従
事
に
関
心

機
械
作
業
事
故
常
に
注
意
を

副
業
と
し
て
の
可
能
性
も

農
作
業
安
全
対
策
全
国
推
進
会
議

ヨ
ー
グ
ル
ト「
ほ
と
ん
ど
毎
日
」３
割

プ
レ
ー
ン
の
摂
取
が
ト
ッ
プ

農
作
業
死
亡
事
故
依
然
多
く

機
械
の
転
落
・
転
倒
が
３
割
占
め
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２３
年
度
関
東
地
区
開
拓
営

農
推
進
協
議
会
研
修
会
が
３

月
１
・
２
日
の
両
日
、
栃
木

県
日
光
市
の
「
日
光
き
ぬ
川

ホ
テ
ル
三
日
月
」
で
開
催
さ

れ
た
（
写
真
）
。

関
東
各
地
か
ら
生
産
者
・

開
拓
農
協
職
員
ら
２８
名
が
参

加
し
た
。
同
研
修
会
は
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
で
休
止
し
て
い

た
が
、
４
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
っ
た
。

開
会
に
当
た
り
、
主
催
者

を
代
表
し
て
菊
地
文
夫
会
長

が
主
催
者
挨
拶
を
行
っ
た

後
、
講
演
に
入
っ
た
。

講
演
の
第
一
部
で
は
「
牛

舎
内
作
業
を
安
全
に
行
う
た

め
に
」
と
題
し
て
、
農
研
機

構
農
業
機
械
研
究
部
門
の
志

藤
博
克
氏
が
講
演
を
行
っ

た
。
志
藤
氏
は
、
農
作
業
事

故
被
災
者
の
痛
々
し
い
写
真

や
、
肉
牛
・
酪
農
の
各
事
故

事
例
を
挙
げ
、
事
故
防
止
の

た
め
に
取
り
組
む
べ
き
こ
と

を
紹
介
し
た
。
詳
細
は
来
月

以
降
に
紹
介
予
定
。

第
二
部
で
は
「
飼
料
原
料

と
情
勢
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
、
雪
印
種
苗（
株
）の
川
越

た

い

き

大
樹
氏
が
講
演
を
行
っ
た
。

川
越
氏
は
、
各
飼
料
原
料
の

輸
入
の
流
れ
や
世
界
情
勢
を

細
か
に
紹
介
し
、
今
後
の
原

料
価
格
予
測
を
発
表
し
た
。

両
氏
の
発
表
に
対
し
、
参

加
者
は
積
極
的
に
質
問
を
し

て
い
た
。

来
年
度
は
静
岡
県
で
の
開

催
を
予
定
し
て
い
る
。

２３
年
度
開
拓
豚
部
会
（
開

拓
豚
友
の
会
）
九
州
支
部
研

修
会
が
３
月
１
・
２
日
の
両

日
、
長
崎
県
雲
仙
市
の
「
青

雲
荘
」
で
開
催
さ

れ
た
（
写
真
）
。

九
州
地
域
の
開

拓
豚
生
産
者
・
開

拓
農
協
職
員
や
講

師
ら
１５
名
が
参
加

し
た
。

開
会
に
当
た

り
、
平
木
勇
支
部

長
が
挨
拶
を
行

い
、
「
畜
産
情
勢

は
厳
し
い
状
況
で

は
あ
る
が
、
生
産

者
は
豚
の
生
産
に

邁
進
し
て
ほ
し

い
」
と
述
べ
た
。

次
に
、
「
飼
料

情
勢
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
、
日
清
丸
紅
飼
料

（
株
）
の
渡
邊
泰
寿
氏
が
講

演
を
行
っ
た
。
渡
邊
氏
か
ら

は
、
各
飼
料
原
料
の
値
動
き

の
ほ
か
、
同
社
が
製
造
す
る

子
豚
用
飼
料
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
へ
の
説
明
が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
「
研
究
成
果
報

告
に
つ
い
て
（
浮
腫
病
ワ
ク

チ
ン
の
効
果
・
飼
料
高
騰
対

策
に
関
す
る
試
験
研
究
）
」

と
題
し
て
、
長
崎
県
農
林
技

術
開
発
セ
ン
タ
ー
の
髙
木
豪

氏
が
講
演
を
行
っ
た
。
髙
木

氏
は
、
同
セ
ン
タ
ー
に
お
け

る
３
つ
の
試
験
に
つ
い
て
発

表
し
た
。

①
浮
腫
病
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
に
よ
り
、
肥
育
前
期
の
配

合
飼
料
へ
の
抗
生
剤
無
添
加

や
、
炭
酸
亜
鉛
の
添
加
量
の

半
減
で
も
離
乳
後
事
故
率
が

大
幅
に
低
下
す
る
。

②
同
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し

た
場
合
、
ギ
酸
製
剤
と
炭
酸

亜
鉛
を
無
添
加
に
し
て
も
、

日
増
体
量
に
影
響
な
く
子
豚

期
・
肥
育
前
期
の
浮
腫
病
様

死
亡
事
故
の
抑
制
を
確
認
。

③
配
合
飼
料
に
大
麦
ヌ
カ

２０
％
、
米
ヌ
カ
５
％
を
混
合

し
た
も
の
を
肥
育
後
期
豚
に

与
え
る
と
、
飼
料
費
の
削
減

や
、
背
脂
肪
厚
が
薄
く
な
る

こ
と
で
、
上
物
率
が
向
上
。

な
お
、
③
に
つ
い
て
は
更

な
る
改
良
の
た
め
、
追
加
の

試
験
を
２４
年
度
か
ら
行
う
と

の
こ
と
。
試
験
の
詳
細
は
来

月
号
以
降
に
紹
介
予
定
。

両
氏
の
講
演
に
対
し
、
参

加
者
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
て

い
た
。

来
年
度
は
佐
賀
県
で
の
開

催
を
予
定
し
て
い
る
。

右
：
横
須
賀
基
地
の
奥
は
東
京
湾

下
：
採
れ
た
て
野
菜
の
直
売
所
と

開
拓
２
世
の
藤
本
初
江
さ
ん

左
：
海
を
見
下
ろ
す
開
拓
記
念
碑

全
開
連
は
２
月
１６

日
、
東
京
・
平
河
町

の
本
所
会
議
室
に
お

い
て
、
総
務
責
任
者

会
議
を
開
い
た
。
毎

年
、
会
員
・
準
会
員

の
総
務
責
任
者
が
参

集
し
て
行
わ
れ
て
お

り
、
役
職
員
ら
２９
名

（
Ｗ
ｅ
ｂ
出
席
１７
名
）

が
参
加
し
た
。

講
師
は
、
た
め
池

税
理
士
合
同
事
務
所
の
林
正

己
税
理
士
で
、
「
２４
年
度
税

制
改
正
お
よ
び
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
等
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
講
演
し
た
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
本
格

的
に
始
ま
っ
て
５
ヵ
月
が
経

過
し
た
が
、
全
国
か
ら
多
く

の
問
い
合
わ
せ
が
税
務
署
等

に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
林
氏

は
質
問
の
多
か
っ
た
事
例
を

中
心
に
解
説
を
し
た
。
適
格

請
求
書
等
保
存
方
式
開
始
後

一
定
期
間
は
、
適
格
請
求
書

発
行
事
業
者
の
登
録
に
よ
り

課
税
事
業
者
と
な
っ
た
免
税

事
業
者
に
つ
い
て
は
、
消
費

税
の
申
告
に
つ
い
て
簡
易
に

計
算
で
き
る
経
過
措
置
（
２

割
特
例
）
な
ど
に
つ
い
て
わ

か
り
や
す
く
解
説
し
た
。

２４
年
度
税
制
改
正
に
つ
い

て
は
、
新
設
さ
れ
る
所
得
税

・
個
人
住
民
税
の
定
額
減
税

（
案
）
な
ど
に
つ
い
て
、
詳

し
い
説
明
が
な
さ
れ
た
。

じ
ゅ
う

神
奈
川
県
横
須
賀
市
の
十

さ
ん
と
う
げ

三
峠
開
拓
は
、
三
浦
半
島
の

東
側
、
東
京
湾
を
望
む
標
高

１
０
０
ｍ
ほ
ど
の
高
台
に
あ

り
、
見
下
ろ
す
と
、
米
海
軍

横
須
賀
基
地
が
見
え
る
。

１
９
４
８
年
、
山
林
に
２３

世
帯
が
入
植
し
た
。
中
に
は

県
の
開
拓
者
養
成
所
を
経
て

入
植
し
た
人
も
い
た
。

馬
の
背
の
よ
う
な
山
な
の

で
畑
が
狭
く
、
斜
面
に
も
畑

を
作
っ
た
が
そ
れ
で
も
量
が

集
ま
ら
ず
、
農
協
の
市
場
出

荷
も
採
算
割
れ
が
続
い
た
。

ふ
も
と
の
町
か
ら
毎
日
の

た
る

よ
う
に
、
下
肥
を
樽
に
入
れ

て
険
し
い
山
道
を
登
っ
て
肥

料
と
し
た
。
夜
明
け
前
に
は

海
へ
行
き
、
ド
ラ
ム
缶
に
海

水
を
た
め
て
塩
を
作
っ
て
販

売
も
し
た
。

ヤ
ギ
、
牛
、
鶏
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
家
畜
も
飼
っ
て
、
必

死
に
生
き
延
び
て
き
た
。

５７
年
、
組
合
員
ら
２１
名
に

よ
り
、
小
高
い
丘
の
海
が
見

渡
せ
る
公
園
に
、
開
拓
記
念

碑
が
建
て
ら
れ
た
。

港
を
見
下
ろ
す
と
、
輸
入

食
料
品
を
満
載
し
た
外
国
船

で
賑
わ
っ
て
い
た
。

高
度
経
済
成
長
期
を
迎

え
、
離
農
者
も
増
え
、
農
地

は
半
減
し
て
い
っ
た
。
し
か

し
、
あ
き
ら
め
な
い
人
達
が

お
り
、
中
に
は
米
軍
基
地
に

勤
め
な
が
ら
農
業
を
続
け
た

人
も
い
る
。

００
年
を
過
ぎ
、
開
拓
２
世

た
ち
が
定
年
退
職
で
畑
に
戻

っ
て
く
る
と
、
軒
先
に
直
売

所
を
作
る
よ
う
に
な
り
、
近

隣
住
民
や
ハ
イ
キ
ン
グ
に
来

た
人
た
ち
に
人
気
と
な
っ

た
。
近
く
の
「
港
の
見
え
る

丘
」
が
あ
る
塚
山
公
園
に
、

多
く
の
人
が
訪
れ
る
。

無
人
の
直
売
所
は
年
中
無

休
で
開
い
て
お
り
、
イ
モ
類

や
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
な
ど
の

葉
物
、
夏
ミ
カ
ン
な
ど
の
か

ん
き
つ
類
の
ほ
か
、
マ
ー
マ

レ
ー
ド
な
ど
の
ジ
ャ
ム
類
や

漬
け
物
な
ど
の
自
家
製
品
を

販
売
し
て
い
る
。

直
売
所
に
自
家
産
品
を
納

め
に
来
て
い
た
開
拓
２
世
の

藤
本
初
江
さ
ん
は
「
こ
こ
ま

で
登
っ
て
来
て
下
さ
る
お
客

さ
ん
が
が
っ
か
り
し
な
い
よ

う
、
毎
日
店
は
開
け
て
品
物

を
揃
え
て
い
る
」
と
話
す
。

ま
た
、
地
元
の
直
売
グ
ル

ー
プ
が
集
ま
っ
て
、
月
２
回

ほ
ど
ふ
も
と
で
直
売
店
を
開

い
て
い
る
。

「
よ
こ
す
か
野
菜
」
「
十

三
峠
野
菜
」
と
し
て
、
市
の

イ
ベ
ン
ト
や
地
元
の
ス
ー
パ

ー
な
ど
に
出
荷
し
て
い
る
。

今
も
６
戸
ほ
ど
の
開
拓
農

家
が
、
地
元
の
新
鮮
な
野
菜

を
消
費
者
に
届
け
て
い
る
。

３
月
下
旬
か
ら
４
月
に
予

定
さ
れ
て
い
る
開
拓
組
織
の

主
な
行
事
は
次
の
と
お
り
。

３
月

２２
日

三
瓶
開
拓
酪
農
農
協

通
常
総
会
（
島
根
）

２７
日

肥
後
開
拓
農
協
枝
肉

共
進
会
（
熊
本
）

２８
日

千
葉
酪
農
農
協
通
常

総
会
（
千
葉
）

４
月

１７
日

那
須
箒
根
酪
農
協
通

常
総
会
（
栃
木
）

２５
日

栃
木
県
開
拓
農
協
通

常
総
会
（
栃
木
）

イ
ン
ボ
イ
ス
に
質
問
多
数

栃
木
で
４
年
振
り
の
研
修
会

全
開
連
総
務
責
任
者
会
議

関
東
地
区
開
拓
営
農
推
進
協
議
会

２世が戻り直売所を継続
神奈川県横須賀市・十三峠開拓

長
崎
県
雲
仙
で
研
修
会
を
開
催

開
拓
豚
友
の
会
九
州
支
部
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農
水
省
は
３
月
５
日
、
食

料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議

会
食
糧
部
会
を
開
き
、
主
食

用
米
の
需
給
見
通
し
な
ど
の

基
本
方
針
（
案
）
を
示
し
、

了
承
さ
れ
た
。

２４
／
２５
年
（
２４
年
７
月
〜

２５
年
６
月
ま
で
の
１
年
間
、

以
下
同
様
）
の
需
要
見
通
し

は
、
６
７
０
万
ｔ
（
前
年
の

見
込
み
６
８
１
万
ｔ
）
で
１１

万
ｔ
減
と
し
た
（
表
）
。

各
年
の
主
食
用
米
の
１
人

当
た
り
の
年
間
消
費
量
は
９７

／
９８
年
で
７２
・
４
㎏
だ
っ
た

が
、
２２
／
２３
年
で
は
５５
・
３

㎏
と
２５
年
間
で
約
１７
㎏
も
減

少
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
実

績
か
ら
、
２３
／
２４
年
の
年
間

消
費
量
を
５４
・
８
㎏
、
２４
／

２５
年
を
５４
・
２
㎏
と
そ
れ
ぞ

れ
推
計
し
、
各
年
の
日
本
の

人
口
の
推
計
値
を
乗
じ
て
需

要
見
通
し
を
算
出
し
た
。

２４
年
の
主
食
用
米
生
産
量

見
通
し
は
、
今
後
も
需
要
量

が
毎
年
１０
万
ｔ
程
度
減
少
す

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
中
で

（
図
）
、
引
き
続
き
、
各
産

地
で
需
要
に
応
じ
た
生
産
・

販
売
を
行
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
２３
年
産
主

食
用
米
等
の
生
産
量
の
見
通

し
と
同
水
準
の
６
６
９
万
ｔ

と
設
定
し
た
。

こ
の
結
果
、
２４
／
２５
年
の

主
食
用
米
等
の
供
給
量
の
合

計
の
見
通
し
は
、
８
４
６
万

ｔ
と
な
る
。

国
が
行
う
備
蓄
に
つ
い
て

は
、
米
穀
の
生
産
量
の
減
少

に
よ
り
そ
の
供
給
が
不
足
す

る
事
態
に
備
え
、
必
要
な
数

量
の
米
穀
を
在
庫
と
し
て
保

有
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
毎
年
６
月
末
時

点
で
の
在
庫
量
１
０
０
万
ｔ

程
度
を
現
行
の
適
正
水
準
と

し
て
、
需
給
状
況
を
踏
ま
え

な
が
ら
必
要
な
数
量
を
保
有

す
る
こ
と
と
す
る
。

同
部
会
に
出
席
し
た
委
員

か
ら
は
、
「
気
候
変
動
な
ど

の
要
因
で
生
産
量
が
減
少
し

て
、
供
給
不
足
と
な
る
こ
と

へ
の
注
意
が
必
要
」
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
、
市
場

原
理
主
義
の
限
界
露
呈

「
規
制
撤
廃
、
貿
易
自
由

化
を
徹
底
す
れ
ば
、
皆
が
幸

せ
に
な
れ
る
」
と
い
う
「
市

場
原
理
主
義
」
は
、
皆
を
守

る
ル
ー
ル
を
破
壊
し
、
人
々

む
し
ば

の
命
や
資
源
・
環
境
を
蝕
ん

で
も
、
政
権
と
結
び
つ
い
た

一
部
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
な

ど
が
利
益
を
集
中
す
る
の
に

貢
献
し
、
日
本
や
多
く
の
途

上
国
の
家
族
農
業
を
苦
し

め
、
貧
困
、
格
差
の
拡
大
と

食
料
自
給
率
の
低
下
、
食
の

安
全
性
の
低
下
を
招
い
た
。

海
外
か
ら
の
輸
入
が
滞
る

リ
ス
ク
も
高
ま
っ
て
き
て
い

る
今
、
貿
易
が
止
ま
っ
た
と

き
に
命
を
守
る
コ
ス
ト
を
ま

っ
た
く
勘
案
し
な
い
「
自
由

貿
易
論
」
が
理
論
的
に
間
違

っ
て
い
た
こ
と
も
明
白
に
な

っ
た
。
そ
し
て
、
今
こ
そ
、

「
地
域
の
種
か
ら
つ
く
る
循

環
型
食
料
自
給
圏
」
構
築
の

重
要
性
は
高
ま
っ
て
い
る
。

衆
議
院
議
員
の
篠
原
孝
氏

は
、
そ
の
重
要
性
を
早
く
か

ら
一
貫
し
て
提
唱
し
て
き
た

一
人
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
が

い
か
に
正
鵠
（
せ
い
こ
く
）

を
射
て
い
た
か
が
今
証
明
さ

れ
て
い
る
。
篠
原
氏
の
最
新

著『
持
続
す
る
日
本
型
農
業
』

（
創
森
社
、
２３
年
）
を
読
む

と
よ
く
わ
か
る
。

篠
原
氏
は
、
現
在
立
憲
民

主
党
衆
議
院
議
員
で
政
界
に

入
り
２０
年
近
く
に
な
る
が
、

元
は
農
水
省
の
官
僚
で
あ
っ

た
。
２０
代
後
半
に
米
国
留
学

で
大
規
模
な
米
国
農
業
を
目

の
当
た
り
に
し
、
１
９
８
２

年
に
書
い
た
論
文
「
２１
世
紀

は
日
本
型
農
業
で
―
長
続
き

し
な
い
ア
メ
リ
カ
型
農
業
」

と
い
う
論
文
を
書
き
、
そ
の

一
部
が
週
刊
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

に
「
ア
メ
リ
カ
の
農
業
の
知

ら
れ
ざ
る
弱
さ
」
で
紹
介
さ

れ
た
。
さ
ら
に
、
１
９
８
５

年
の
『
農
的
小
日
本
主
義
の

勧
め
』
で
注
目
さ
れ
た
。
京

都
大
学
の
農
学
博
士
号
も
持

ち
、
官
界
と
学
界
の
二
足
の

わ
ら
じ
を
履
い
て
い
た
が
、

０３
年
に
は
政
治
家
に
な
り
、

つ
い
に
３
界
に
身
を
置
く
こ

と
に
な
っ
た
異
才
だ
。

篠
原
氏
は
、１２
年
に『
Ｔ
Ｐ

Ｐ
は
い
ら
な
い
』
『
原
発
廃

止
で
世
代
責
任
を
果
た
す
』

と
い
う
本
も
出
し
て
い
る
。

時
の
野
田
政
権
に
同
じ
党
内

に
い
て
真
っ
向
か
ら
楯
突
い

た
の
で
あ
る
。
貿
易
が
一
段

と
自
由
化
さ
れ
、
農
村
は
ジ

ワ
ジ
ワ
追
い
込
ま
れ
、
日
本

の
経
済
も
ガ
タ
つ
き
、
Ｇ
Ｄ

Ｐ
も
第
４
位
に
転
落
し
て
い

る
。
能
登
半
島
地
震
で
は
、

志
賀
原
発
が
稼
動
し
て
い
た

り
、
珠
洲
原
発
が
あ
っ
た
ら

一
大
事
に
な
っ
て
い
た
こ
と

に
、
国
民
は
震
撼
し
た
は
ず

で
あ
る
。
篠
原
氏
の
心
配
し

た
通
り
に
な
っ
て
い
る
。

元
祖
「
地
産
地
消
」
「
旬

産
旬
消
」
〜
牛
乳
も
地
域
循

環
で
き
る
か

政
治
家
に
転
身
後
、
毎
週

３
千
字
の
ブ
ロ
グ
を
書
い
た

も
の
が
千
編
を
超
え
、
う
ち

農
業
関
係
の
約
２
０
０
編
か

ら
、
筆
者
の
真
骨
頂
の
日
本

型
農
業
に
深
く
か
か
わ
る
部

分
を
４０
編
に
ま
と
め
た
の
が

『
持
続
す
る
日
本
型
農
業
』

で
あ
る
。

処
女
論
文
と
本
書
と
、
そ

の
底
流
に
流
れ
る
農
政
・
農

業
に
対
す
る
考
え
方
は
一
貫

し
て
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と

に
驚
か
さ
れ
る
。
農
水
省
は

伝
統
的
に
規
模
拡
大
、
専
業

農
家
中
心
の
政
策
を
推
進
し

て
い
る
の
に
対
し
、
第
１
章

「
地
産
地
消
か
ら
循
環
・
縮

小
社
会
へ
」
で
端
的
に
述
べ

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
著
者

は
、
自
然
に
対
す
る
謙
虚
な

農
法
、
す
な
わ
ち
有
機
農
業

に
親
近
感
を
抱
き
、
拡
大
よ

り
も
循
環
を
重
視
す
べ
き
と

説
い
て
い
る
。

そ
の
地
で
生
産
し
た
も
の

を
そ
の
地
で
消
費
す
る
の
が

最
も
理
に
か
な
っ
た
生
き
方

と
す
る
「
地
産
地
消
」
を
初

め
て
使
っ
た
の
は
篠
原
氏

で
、
「
旬
産
旬
消
」
も
篠
原

氏
の
造
語
で
あ
る
。
篠
原
氏

は
「
地
産
地
消
」
「
旬
産
旬

消
」
の
生
み
の
親
だ
。

第
３
章
で
は
、
食
料
安
保

の
た
め
に
は
種
を
重
視
す
べ

き
と
し
、
地
域
で
の
種
の
循

環
を
取
り
戻
す
必
要
性
を
力

説
し
て
い
る
。第
４
章
で
は
、

飼
料
を
全
面
的
に
外
国
に
頼

る
畜
産
の
立
て
直
し
の
た
め

の
地
域
循
環
型
畜
産
に
つ
い

て
論
じ
て
い
る
。
酪
農
に
つ

い
て
も
地
元
の
学
校
給
食
に

地
元
の
酪
農
家
の
新
鮮
な
牛

乳
を
提
供
す
る
仕
組
み
を
広

げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と

提
案
し
て
い
る
。

農
水
省
の
役
人
に
も
国
会

議
員
に
も
、
篠
原
氏
ほ
ど
筋

を
通
せ
る
者
は
少
な
い
。
し

か
も
、
ま
さ
に
正
論
で
、
本

書
の
ど
こ
を
読
ん
で
も
「
そ

の
通
り
」
と
膝
を
打
ち
た
く

な
る
。
本
書
は
日
本
の
地
域

を
守
る
た
め
の
必
読
書
と
言

っ
て
よ
い
。
最
終
章
、
「
風

土
に
人
あ
り
志
あ
り
、
希
望

あ
り
」
に
は
、
著
者
の
農
業

人
と
の
交
流
が
愛
情
溢
れ
る

筆
致
で
綴
ら
れ
て
い
る
。「
私

の
農
業
遍
歴
」
も
ほ
の
ぼ
の

と
し
た
物
語
だ
。
こ
の
章
か

ら
読
み
始
め
る
の
も
よ
い
。

一
読
を
お
勧
め
す
る
。

第131回

粗
飼
料
の
輸
入
情
勢
は
、

海
上
輸
送
の
不
安
定
な
状
況

が
続
い
て
い
る
。

《
コ
ン
テ
ナ
船
》

中
東
の
紛
争
の
影
響
で
、

ス
エ
ズ
運
河
の
航
行
が
困
難

な
状
況
が
続
い
て
い
る
。
ス

エ
ズ
運
河
を
航
行
で
き
ず
、

ア
フ
リ
カ
南
端
経
由
で
の
運

行
と
な
っ
て
お
り
、
世
界
的

に
輸
送
効
率
が
大
幅
に
低
下

し
て
い
る
。

ま
た
、
中
米
の
パ
ナ
マ
運

河
も
、
昨
年
か
ら
の
降
水
量

不
足
で
通
航
制
限
さ
れ
て
お

り
、
４
月
末
の
雨
季
ま
で
続

く
と
予
想
さ
れ
る
。

《
チ
モ
シ
ー
》

カ
ナ
ダ
産
チ
モ
シ
ー
は
、

１
月
の
大
寒
波
か
ら
、
２
月

の
暖
冬
に
な
り
、
カ
ナ
ダ
国

内
の
需
要
が
軟
化
し
て
お

り
、
引
き
合
い
は
例
年
よ
り

弱
く
な
っ
て
い
る
。

米
国
産
チ
モ
シ
ー
は
、
２３

年
産
の
上
級
品
不
足
の
影
響

で
、
米
国
内
外
か
ら
強
い
引

き
合
い
が
来
て
い
る
。

《
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
》

２３
年
の
米
国
の
中
国
へ
の

ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
輸
出
は
、

総
額
で
約
４０
％
を
占
め
て
い

る
が
、
前
年
の
５７
％
か
ら
は

減
少
し
て
い
る
。
減
少
の
要

因
と
し
て
は
、
中
国
の
景
気

低
迷
と
乳
価
格
の
低
迷
が
挙

げ
ら
れ
る
。

変
わ
っ
て
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
の
輸
入
量
が
増
加
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
米
国
産
ア
ル

フ
ァ
ル
フ
ァ
輸
入
量
２
位
だ

っ
た
日
本
を
２３
年
に
追
い
抜

き
急
増
し
て
い
る
。

米
国
の
２３
年
産
の
ア
ル
フ

ァ
ル
フ
ァ
は
上
級
品
が
少
な

く
、
中
級
や
低
級
品
が
多
く

な
っ
て
い
る
。

《
ス
ー
ダ
ン
グ
ラ
ス
》

日
本
の
需
要
減
少
も
あ

り
、
２４
年
産
の
作
付
面
積
は

前
年
よ
り
減
少
す
る
と
予
想

さ
れ
る
。
し
か
し
、
在
庫
を

か
か
え
て
い
る
業
者
も
あ

り
、
供
給
に
懸
念
は
な
い
と

さ
れ
る
。

《
豪
州
産
オ
ー
ツ
ヘ
イ
》

２３
年
産
オ
ー
ツ
ヘ
イ
は
上

級
品
が
多
く
、
中
級
、
低
級

品
は
限
定
的
と
な
っ
て
い

る
。中

国
へ
の
輸
出
が
昨
年
後

半
か
ら
増
え
て
き
た
。
今
の

と
こ
ろ
需
給
ひ
っ
迫
は
な
い

が
、
今
後
の
動
向
に
注
視
。

農
水
省
は
３
月
５
日
に
開

い
た
食
料
・
農
業
・
農
村
政

策
審
議
会
食
糧
部
会
で
、
２４

年
度
の
「
麦
の
需
給
に
関
す

る
見
通
し
」（
案
）を
示
し
、

了
承
さ
れ
た
。

２４
年
度
の
見
通
し
に
つ
い

て
は
、
近
年
の
総
需
要
量
や

国
内
産
麦
の
流
通
量
の
実
績

等
を
踏
ま
え
、
次
の
と
お
り

と
し
た
。

▼
小
麦

日
本
の
人
口
は
近
年
減
少

し
て
い
る
も
の
の
、
食
糧
用

小
麦
の
１
人
当
た
り
の
年
間

消
費
量
は
、
１
９
７
４
年
以

降
、
お
お
む
ね
３１
〜
３３
㎏
で

安
定
的
に
推
移
し
て
い
る
。

食
糧
用
小
麦
の
総
需
要
量

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
る
外
食

需
要
の
低
迷
か
ら
需
要
が
減

少
す
る
も
、
近
年
は
や
や
回

復
基
調
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

２４
年
度
の
食
糧
用
小
麦
の
総

需
要
量
に
つ
い
て
は
、
直
近

３
ヵ
年
の
平
均
総
需
要
量
で

あ
る
５
５
６
万
ｔ
と
見
通
す

（
前
年
よ
り
２
万
ｔ
減
）
。

生
産
量
は
、
２４
年
産
の
作

付
予
定
面
積（
２２
万
ha
）に
、

直
近
３
ヵ
年
の
収
量
の
平
均

値
な
ど
を
基
に
１
０
０
万
ｔ

と
見
通
し
た
（
２３
年
度
見
込

み
は
９９
万
ｔ
）
。

外
国
産
小
麦
の
需
要
量

は
、
総
需
要
量
５
５
６
万
ｔ

か
ら
国
産
流
通
量
９７
万
ｔ
お

よ
び
米
粉
用
国
内
産
米
流
通

量
６
万
ｔ
を
差
し
引
い
た
４

５
２
万
ｔ
と
見
通
し
た
。

米
粉
用
国
内
産
米
の
需
要

量
は
、
小
麦
の
高
騰
な
ど
に

よ
り
増
加
傾
向
に
あ
る
。

▼
大
麦
・
は
だ
か
麦

食
糧
用
大
麦
及
び
は
だ
か

麦
の
総
需
要
量
は
、
主
食
用

向
け
と
焼
酎
向
け
需
要
は
近

年
横
ば
い
で
、
麦
茶
は
ノ
ン

カ
フ
ェ
イ
ン
需
要
に
よ
る
増

加
傾
向
、
発
泡
酒
等
向
け
は

２１
年
度
か
ら
減
少
傾
向
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
別
の
直
近

の
需
要
動
向
を
反
映
さ
せ
る

観
点
か
ら
、
２４
年
度
に
つ
い

て
は
、
直
近
３
ヵ
年
の
平
均

総
需
要
量
の
３２
万
ｔ
と
見
通

す
。生

産
量
は
、
１５
万
ｔ
と
見

通
し
た
（
２３
年
度
見
込
み
は

１４
万
ｔ
）
。

外
国
産
輸
入
量
は
、
１６
万

ｔ
と
な
っ
て
い
る
。

表 ２４／２５年の主食用米等の需給見通し（万㌧）
１７７
（１９７）

６６９
（６６１）

８４６
（８５８）

６７０
（６８１）

１７６
（１７７）

※（ ）内は２３／２４年の見通し （農水省の資料から）

ａ

ｂ

ｃ＝ａ＋ｂ

ｄ

ｅ＝ｃ－ｄ

２４年６月末の
民間在庫量

２４年産主食用
米等生産量

２４／２５年主食用
米等供給量 計

２４／２５年主食用
米等需要量

２５年６月末の
民間在庫量

小
麦
高
騰
で
米
粉
の
需
要
増
加

２４
年
度
麦
の
需
給
見
通
し

牛乳も地産地消で循環・縮小社会へ牛乳も地産地消で循環・縮小社会へ
篠原孝著『持続する日本型農業』から考える篠原孝著『持続する日本型農業』から考える

東京大学大学院教授 鈴木宣弘氏

主
食
用
米
需
要
量
が
毎
年
１０
万
ｔ
減

輸
入
粗
飼
料
の
情
勢

２４
／
２５
年
主
食
用
米
需
給
見
通
し

海
上
輸
送
の
混
乱
が
続
く
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薬剤抵抗性が発達し、化学農薬によ
る防除が困難な害虫がいる。化学農薬
のみに依存しない害虫防除技術に、天
敵を用いた生物的防除法がある。
農研機構は、重要害虫のアザミウマ
類などを捕食する天敵「タイリクヒメ
ハナカメムシ」の、防除効果を高めら
れる系統を育成したことを公表した。

タイリクヒメハナカメムシはハナカ
メムシ科に属する体長２㎜ほどの昆虫
で、害虫であるアザミウマ類を食べる
有力な天敵である。国内の土着種で、
２００１年に生物農薬として登録され、ピ
ーマンやナスなどで使用されている。
しかし、害虫の発生初期に放すとうま
く定着しないことが課題となってい

た。
害虫は栽培ほ場のいくつかの株上に
点在しており、これを餌場と呼ぶ。多
くの天敵は、害虫が少ない餌場からは
すぐに去り、別の餌場に移動する（図
１）。同機構は、害虫が少ないとすぐ
に探索行動を切り替えて餌場を去る天
敵よりも、その場でしばらく探索を継
続する天敵の方が、害虫発生初期の栽
培ほ場での定着性に優れ、防除に貢献
すると分析。「すぐにあきらめない（以
下、集中型）」系統の育成を始めた。
集中型の個体は一定時
間当たりの歩行活動量が
低い傾向にある。このよ
うな個体を選抜、３系統
を設け、各系統からそれ
ぞれ３０％ずつ選抜し、交
配させる作業を世代ごと
に行った。
４０世代以上選抜を繰り
返した結果、選抜（集中
型）系統のあきらめ時間
（餌場を去るまでの時間）
は、通常系統に比べて２
～３倍長い結果となっ
た。
ビニールハウス内のナ

ス栽培ほ場に放したところ、選抜系統
は通常系統に比べて長くナスの上に留
まり、害虫であるアザミウマの増加を
抑制した（図２）。
今後について同機構は、選抜系統の
「すぐにあきらめない」性質の関連遺
伝子を分析することで、定着性をさら
に向上させつつ防除効果が持続する系
統の育成を目指している。また、今回
の成果から、他の天敵においても定着
性の改良が飛躍的に進むことが期待さ
れる。

農水省は２月６日、「２３年産カンシ
ョの作付面積及び収穫量」を公表した。
２３年産の全国の収穫量は７１万５８００ｔ
で前年産より１％増加した。作付面積
は３万２０００ha で、３００ha（１％）減少。
１０ａ当たり収量は２２４０㎏で、前年産を
２％上回った。収穫量は７１万５８００ｔで、
５１００ｔ（１％）増加した。
都道府県別に上位からみると、鹿児
島県ではサツマイモ基腐病が近年多発
しているが、防除などの対策が進んだ
ことにより被害が軽減。前年より反収
が５％増加した。茨城県は前年と同等、
千葉県では生育が順調に進み、反収は

５％増加した。一方、宮崎県では基腐
病が多発し、早採りで対策するも、反
収は９％の減少という結果となった。

農水省は、「２３年産日本ナシ、ブド
ウの結果樹面積、収穫量及び出荷量」
と「２３年産モモの結果樹面積、収穫量
及び出荷量」を公表した。
【日本ナシ・ブドウ】
日本ナシの結果樹面積は、高齢化な
ど労力不足による廃園などで、前年産
より２８０ha（３％）減少し、９８２０ha とな
った。１０ａ当たり収量は、面積減少や
猛暑による高温障害の発生によって果
実の肥大が抑制されたこともあり、８０
㎏（４％）減少し、１８７０㎏だった。
収穫量は１万３１００ｔ（７％）減の１８
万３４００ｔ、出荷量は１万２０００ｔ（７％）
減の１７万１８００ｔとなった（図１）。都
道府県別の収穫量割合は、千葉県が

１２％、茨城
県が１１％、
栃 木 県 が
９％、福島
県が８％、
鳥 取 県 が
６％となっ
ており、こ
の５県で全国の約５割を占める。
ブドウの結果樹面積は前年産並みで
１万６４００ha だった。１０ａ当たり収量
は、猛暑ではあったものの果実の肥大
が順調に進んだため、２９㎏（３％）増

の１０２０㎏と
なった。
収穫量は

４４００ｔ（３
％）増の１６
万７０００ｔ、
出 荷 量 は
４３００ｔ（３

％）増の１５万６７００ｔ（図２）。
都道府県別の収穫量割合は、山梨県
が２５％、長野県が１９％、岡山県が９％、
山形県が８％、北海道が５％となって
おり、この５県で全国の約７割を占め

ている。
【モモ】
モモの結果樹面積は前年より５０ha

（１％）減の９２６０ha だった。開花期に
凍霜害が発生し着果数が減少したこと
や、果実肥大期の高温・少雨によって
小玉傾向となったことが影響し、１０ａ
当たり収量は、８０㎏（６％）減の１１８０
㎏だった。
収穫量は７４００ｔ（６％）減の１０万９５００
ｔ、出荷量は６３００ｔ（６％）減の１０万
１９００ｔとなった。
都道府県別の収穫量割合は、山梨県

３１％、福島県２６％、長野県９％、山形
県８％、和歌山県７％となっており、
上位５県で全国の８割を占めている。

図１ 栽培ほ場内に放した天敵昆虫の探索行動と定着の関係性（仮説）
害虫は栽培ほ場内のどの作物株にもいるのではなく、いくつかの株上に点在している。四角は栽
培ほ場、丸は作物株で、その中の線は天敵が害虫を探索している軌跡をイメージしたもの。

農水省は２月２０日に「２３年産茶の摘
採面積、生葉収穫量及び荒茶生産量（主
産県：２０年調査における全国の茶栽培
面積の８０％を占めるまでの上位都道府
県）」を公表した。主産県の荒茶生産
量は、前年から３％減少した。
主産県の茶の摘採実面積は２万７２００
ha で、６００ha（２％）減少した。これ
は、生産物の価格低迷や肥料など生産
資材の高騰などによる廃園が原因。
生葉収穫量は３２万ｔで前年産から１
万１１００ｔ（３％）、荒茶生産量は６万
８０００ｔで１９００ｔ（３％）それぞれ減少し

た。２３年の一番茶では、夜温が低く推
移した影響で生葉収穫量、荒茶生産量
がともに大きく減少。二番茶以降は天
候に恵まれ、順調に生育したことで一
番茶の分も含めて持ち直したが、全体
では減少となった。

図２ タイリクヒメハナカメムシの定着数および
アザミウマに対する防除効果
ビニールハウス内に植えたナス４２株のうち、中央付近の２株上に
４２頭ずつ放し、その３日後から株あたりの頭数を調査した。

餌探しすぐにあきらめない天敵昆虫餌探しすぐにあきらめない天敵昆虫
農研
機構 害虫防除効果高める

鹿児島県で反収増加、宮崎県は減少 ２３年産荒茶生産量
３％減

２３年産荒茶生産量
３％減サツマイモ基腐病の影響大きく

静岡県などで減少

猛暑で日本ナシ減少もブドウは増加
２３年産収穫量調査
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２月１日、「今こそ飼料の国産化を！
PartⅡ」と題して２３年度酪総研シンポ
ジウムが開催された。その中で、都府
県現場事例として千葉県いすみ市の㈲
高秀牧場、岡山県津山市の（一社）Ｌ
Ａアライアンスが講演を行った。
㈲高秀牧場：稲作農家と連携し液肥
利用のブランド米を開発。農協による
高値買取りにより、液肥利用が一気に
進んだ。
また、乳用牛には生ニンジンや干し

芋の残さ（写真）を給与、生ニンジン
は２㎏／日給与しているが、給与開始
当初から明らかに繁殖成績が向上した
こともあり、自牧場でもニンジン生産
に取り組みたいという。
野菜は供給量が１～２％上回るだけ
で価格が大暴落する特徴があるため、
余剰野菜を酪農家が飼料化できれば、
野菜農家の需給調整にもなるのでは、
と語った。また、耕畜連携は「win-win
の関係」と「信頼関係」がポイントだ

と力をこめた。
（一社）ＬＡアライアンス：
農閑期に他業種でアルバイト
をしていた果樹農家に牧草収
穫などを依頼したことで、相
互メリットを活かした耕畜連
携が回り出した。稲作農家に

く き

「茎や葉も大事な牛のエサ」
であることを粘り強く訴え、
良質飼料確保に繋げたり、堆
肥の有効利用などの情報共有

を継続して行っている。直近
の課題は、作業機械オペレー
ターの不足であるとのこと。
酪農学園大学の日向貴久教
授は、講演後に行われた総合
討議で、「飼料自給率向上に
向けた濃厚飼料自給の重要性
と実践事例」と題して情報提
供を行った。
◇ロシアの侵攻と中国の深
刻な影響
世界のトウモロコシの３割、小麦は
２割の生産を占めるロシア・ウクライ
ナ両国間で発生した軍事衝突や、畜産
の生産拡大に伴い、飼料を海外から輸
入する政策に切り替えた中国の動き
は、輸入飼料の高止まり要因となって
いる。
◇規模と生産費の関係
農水省生産費統計から農場規模と生
乳生産費の関係を分析し、「流通飼料
費」は規模の経済性が伴わないことを
解説。家族労賃を鑑みると大規模経営
の方が利ザヤは少なく、流通飼料費の
高騰によって特に２００頭以上の層では、
所得を確保できていない可能性を指摘
した。

◇コスト削減のターゲット
直近５年で生産費が２０円／㎏も上

昇。コストの大半を占める飼料費の削
減がターゲットとなる。供給カロリー
の半分を占める濃厚飼料自給の取り組
みの重要性を訴え、子実用トウモロコ
シ生産農家の全算入生産費の変化も紹
介した（図）。
流通飼料のコストは３年間で２８％増
加したのに対し、国産自給の子実用ト
ウモロコシのコストは増加幅が小さ
い。耕畜連携を基本とした、海外要因
に左右されない自給濃厚飼料の生産・
流通の体制を整える食料自給政策の重
要性を訴えかけた。（詳細は酪総研Ｈ
Ｐ：https : //rakusouken.net）

ロシアによるウクライナ侵攻や、特
定の国による買い占めなど様々な理由
で、輸入飼料は今後も上昇前の価格に

戻る見込みは薄いとみられる。
自給飼料を安定的に確保するため、
栽培の暦を紹介する。引用する雪印種

苗㈱の体系例は、北海道のみ独立した
パンフレットがあり、都府県向けは「東
北・高冷地」「関東～中部」「南西暖
地」で作付け体系例を示している。
◇二毛作にも挑戦を
これまで行っていなかった地域で

も、厳しい状況に対応すべく、二毛作
に挑戦していきたい。都府県向けのい

ずれの地域でも、「早播きトウモロコ
シと晩夏播きエンバク」、「ロールベ
ール用多収体系」が実施できる。
このほか、３つの地域でそれぞれに
栽培できる牧草や種類には違いがあ
る。また、「関東～中部」「南西暖地」
では、飼料用イネとイタリアンライグ
ラスの二毛作も行える。

国内でアフリカ豚熱の感染国の観光
客と居合わせることは多々ある。また、
個人の畜産物の持ち込みは違法だが、
検挙は多い。日本への観光客が特に多
い韓国で、２４年１月、４０例目のアフリ
カ豚熱が発生。南下して日本に近づい
ている。有効なワクチンが無く虫も媒
介するため、侵入されるとひとたまり
もない。対策を改めて確認したい。
■肉食品の野外放置に注意
バーベキューやハイキングでのお弁

当のゴミなど、イノシシが舐めると媒
介するため、絶対にゴミを放置せずに
持ち帰るなど、身近な海外の農畜産物
からの感染対策を徹底する。
■衛生対策を常に徹底
消毒や着替え・履き替えの徹底など、
人間が持ち込まないよう、日頃からの
衛生対策に一層気を付けて取り組む。
アフリカ豚熱が侵入した中国は、国
内の豚飼養頭数が４割減少し大惨事と
なった。何としても侵入を阻止したい。

（一社）日本草地畜産種子協
会は、温暖化で拡大しているい
もち病に強い品種のイタリアン
ライグラスを紹介している。
「はやまき１８」は早生種で唯
一のいもち病耐性種で、早播きで１番
草を年内の１２月に、２番草を４～５月
にと、２回の収穫が可能。
「Kyushu1」は、極早生品種であり、

より短期間で収穫することが可能。１
番草は１２月に、２番草は３月中に収穫
が可能。
両種とも積雪がない地域で栽培でき
る。温暖化により発症が拡大する病害
に上手く対策しながら、自給飼料を確
保したい。

１月３１日、農研機構は、養豚場で汚
水処理や堆肥化を行うことで、環境へ
の抗菌性物質の残存濃度が減少するこ
とを発表した。
一方、抗菌性物質の使用量が多い養
豚施設の処理水は、抗菌性物質の排出
濃度が高かった。適切な堆肥化や汚染
水処理で残存濃度を下げつつ、引き続
き抗菌剤の使用量低減に努めたい。

自給飼料の安定確保へ
耕種農家と信頼関係構築

酪農学園大学日向教授の発表資料から

㈲高秀牧場の発表資料から

適温地域では二毛作目指そう
自給飼料栽培の暦

いもち病に強いイタリ
アンライグラスも有効

はやまき１８ Kyushu1

（一社）日本草地畜産種子協会の資料から

地域別作付け体系例の例
雪印種苗㈱の資料から一部抜粋

アフリカ豚熱すぐそこまで
バーベキューや弁当のゴミ適切処理を

処理水・堆肥の処理
で抗菌性物質左右
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か み ま し き

㈱やました牧場は、熊本県上益城郡
や ま と ち ょ う あ そ

山都町にあり、阿蘇の南に位置する。
標高は７００ｍほどで、冬はマイナス１０℃
を下回ることもある。

も と か つ ち ほ

山下元且さん（４３歳）は妻の千穂さ
ん（３７歳）と共に、飼養頭数３６０頭の交
雑種一貫肥育経営を行っており、１０歳
と７歳の二人のかわいい娘さんがい
る。父の一也さんと母の千代江さんも、
同じ敷地内でハウス野菜を作りながら
肥育の手伝いをしている。

つもる

祖父の積さんは同じ山都町の旧矢部
町で養豚を営んでいたが、３７年前に今
の土地に移ってきた。以前牛飼いをし
ていた人の小さな牛舎があったが、現
在の土地は一也さんの代で開拓し、牛
舎は手作りで建てている。
当初は乳雄が足らず、乳雌肥育から
始めた。２０００年に乳雄肥育をはじめて、
２００７年頃から交雑種に替えていった。
２０２２年に JGAP の認証を受けた
が、JGAPを取るきっかけとなったの
は、東京オリンピック・パラリンピッ
クの開催が決まってから、選手村に納
入できる食材がGAPを取得している

生産者のみになる可能性があるという
ことだった。
ちょうどその頃は、親から経営を受
け継いで法人化しようとしていた時
で、GAPの内容が、労務管理や衛生管
理も求められており、法人化にプラス
になると考え、取り組むことにした。
実際に行うに当たっても、元々両親
の代からきれい好きで、しっかりと受
け継がれてきたことが多く、それほど
苦にはならなかった。
しかし、アニマルウェルフェア遵守
や、農場の境をはっきりさせるために
フェンスを建てたりと、新たに行うこ
ともあり、記帳するのも煩雑で量も多
く大変だった。初めはチームをつくり、

肥後開拓農協をはじめ県振興局、家畜
衛生保健所、県などの応援もあり作る
ことができた。
粗飼料は、地元の稲わらやWCSが
手に入り、チモシーも牧野組合から入
るので、外国産は少量にとどめている。
枝肉重量は、交雑去勢２４．５ヵ月齢で

５７０㎏と優秀な成績を収めている。

元且さんは今後について「今は JG
APのメリットが少ないが、実践する
ことで飼養管理もスムーズに行え、生
産技術も向上している。規模拡大する
よりも、むしろ頭数を減らして高付加
価値の経営を目指す。家族経営ができ
る範囲で、あくまでも家族のために働
く」と言い切った。

（公社）日本食肉格付協会は２３年（１
～１２月）の牛・豚枝肉格付結果を公表
した。牛全体の格付頭数は前年と同様
に増加した。

〈牛枝肉〉
交雑種去勢の肉質３等級以上の比率
は前年に続いて７０％を超え、和牛去勢
のＡ５比率は前年より上昇した。両品
種ともに肉質等級の向上がみられる。
牛全体の格付頭数は９２万６１３８頭で、
前年より１万４１８１頭（１．６％）増加した。
内訳をみると、交雑種（雌雄含む）が
４．６％増、和牛（同）が３．４％増、乳用
種（同）は５．０％減となっている。交雑
種と和牛の格付頭数増加が続く一方、
乳用種は前年より減少した。
主な品種の性別の格付結果をみる

と、交雑種去勢の格付頭数は前年比
４．６％増の１３万１５９頭だった。肉質３等
級以上比率は０．６㌽増の７２．２％で、うち
４等級以上は１．６㌽増の２５．４％。歩留ま
りは、Ａ等級が０．３㌽減の１０．１％、Ｂ等
級が１．４㌽減の７１．３％、Ｃ等級が１．６㌽
増の１８．６％となった。また、全国の枝
肉平均重量は５４４．２㎏だった。
交雑種雌の格付頭数は４．６％増の１１

万５２１７頭に増加。肉質３等級以上比率

は１．０㌽増の６９．５％で、うち４等級以上
は１．６㌽増の２５．７％となった。
和牛去勢の格付頭数は１．９％増の２６

万８７７９頭、和牛雌は５．３％増の２１万８４９４
頭だった。和牛去勢の４等級以上比率
は０．８㌽増の９０．７％で、うち４等級は
２．４㌽減の２７．２％、５等級は３．２㌽増の
６３．５％となった。５等級の増加傾向が
続いている。歩留まりは、Ａ等級が０．５
㌽増の９６．８％、Ｂ等級が０．５㌽減の
３．０％となった。また、全国の枝肉平均
重量は５１４．８㎏だった。
酪農家での性選別精液（乳雌）の利
用割合の増加などに伴い、乳用雄子牛
の出生頭数は減少傾向にある。こうし
た背景から、乳去勢の格付頭数は６．５％
減の１２万７６５１頭で、３等級以上比率は
０．７㌽増の３．４％だった。また、全国の
枝肉平均重量は４４６．４㎏だった。

〈豚枝肉〉
豚枝肉については、２３年１月より２６
年ぶりに改正された豚枝肉取引規格が
適用されている。２３年の豚枝肉の総格
付頭数は１２６４万７０５３頭と前年より
１．３％減少した。等級別にみると、極上
が１．２％、上が５２．４％、中が３２％、並が
１０．８％、等外が３．７％だった。

農畜産業振興機構は３月１２日、肉
用牛肥育経営安定交付金（牛マルキ
ン）の交付金単価（２４年１月分、概
算払）を公表した。
乳用種で標準的販売価格が標準的
生産費を下回ったため、交付が行わ

れる。肉専用種は４０都道府県で発動し
た。交雑種は先月に引き続き、発動は
なかった。
交付金単価（１頭当たり）は、乳用
種が９１１２．７円（前月は６７３２．９円、確定
値）となっている。
前月分と比べると、乳用種は販売価
格の低下に飼料費など物財費の高騰が
重なったため、交付金は増額した。

２０２３年１～１２月 牛枝肉格付結果
単位 :％、頭

等級 ５ ４ ３ ２ 計 頭数

交
雑
去
勢

Ａ
０．９ ４．６ ３．６ １．０ １０．１ １３，１３０．０
同 同 △０．３ 同 △０．３

Ｂ
１．１ １６．６ ３４．４ １９．１ ７１．３ ９２，７７０．０
０．２ ０．９ △１．６ △１．０ △１．４

Ｃ
０．１ ２．１ ８．８ ７．５ １８．６ ２４，２５９．０
０．１ ０．４ ０．９ ０．４ １．６

計
２．１ ２３．３ ４６．８ ２７．６ １３０，１５９．０
０．３ １．３ △１．０ △０．６

交
雑
雌

Ａ
２．０ ８．０ ６．３ ２．０ １８．３ ２１，１１８．０
０．４ ０．５ ０．１ ０．１ １．２

Ｂ
０．９ １３．７ ３１．８ ２１．７ ６８．２ ７８，５８６．０
０．２ ０．５ △０．６ △０．７ △０．６

Ｃ
０．０ １．１ ５．７ ６．２ １３．５ １５，５１３．０
同 同 △０．１ △０．６ △０．６

計
２．９ ２２．８ ４３．８ ２９．９ １１５，２１７．０
０．６ １．０ △０．６ △１．２

等級 ５ ４ ３ ２ 計 頭数

和
牛
去
勢

Ａ
６３．０ ２６．１ ６．７ １．１ ９６．８ ２６０，１７７．０
３．３ △２．１ △０．５ 同 ０．５

Ｂ
０．５ １．１ ０．８ ０．６ ３．０ ７，９８８．０
△０．１ △０．３ △０．１ 同 △０．５

計
６３．５ ２７．２ ７．５ １．７ ２６８，７７９．０
３．２ △２．４ △０．６ 同

和
牛
雌

Ａ
４４．８ ２３．５ ９．６ ５．８ ８３．７ １８２，９７１．０
２．９ △０．９ △０．１ △０．１ １．７

Ｂ
０．５ １．５ ２．７ ８．２ １３．８ ３０，０７４．０
△０．２ △０．５ △０．４ △１．１ △１．８

計
４５．３ ２５．０ １２．３ １４．０ ２１８，４９４．０
２．７ △１．４ △０．６ △１．３

上段：２３年数値 下段：対前年増減率、△はマイナス
日本食肉格付協会の資料を基に作成

JGAPで管理技術向上
熊本県
山都町
熊本県
山都町㈱やました牧場㈱やました牧場

左上：山下一也さん、千代江さんご夫妻 右上：元且さん、千穂さんご夫妻
下：清潔に管理された手造り牛舎で、上質な牛が育つ

和牛・交雑種ともに肉質向上
２３年牛格付頭数増加、豚減少

乳用種で発動継続
牛マルキン１月分
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牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

能登半島地震から１ヵ月半が経過し
た２月１６～１８日の３日間、東京国際フ
ォーラム（千代田区丸の内）で「いしか
わ伝統工芸フェア２０２４」が開催された。
毎年開催されているが、今年は震災
の影響で中止も検討された。しかし、

このイベントを復興の第一歩に位置付
けようと、地元の人たちの強い想いが
開催にこぎつけた。
日本を代表する工芸品の輪島塗や

す ず

珠洲焼の作家たちが、被災を免れた作
品の展示・販売を行った。その他にも、
加賀友禅や九谷焼など、地元の工芸品
約２万点が出品された。
３日間で３万人以上が会場を訪れ、
みごとな芸術作品に見とれながらも、
復興の一助になればと、気に入った作
品を購入していた。完売する店も多く、
大盛況のイベントとなった。
職人の多くは、家も工房も倒壊・焼

失し、市外に避難して再開のめどはた
っていない。それでも、現地の多くの
方々は、復興に向けて前を向いて動き
出している。
復興にはかなりの期間が必要とされ

るが、来場した人は皆、「このような
すばらしい芸術を絶やしてはならな
い、何としても復興できるよう、自分
にできることを考え、行動しよう」と
改めて感じていた。

頭数減で新年度
からの活発な動
きに期待

３月、年度末ということで買い控え
が見受けられる。和牛Ａ５で３月初め
は２６００円を超えての動きとなっていた
が、ここにきて２５００円台に戻ってきた。
交雑種は和牛より動きは活発で、３月
下旬頃から頭数が少ないこともあって
堅調な推移となるか。
【乳去勢】２月の東京食肉市場の乳
牛去勢Ｂ２の税込み枝肉平均単価（速
報値）は、８４５円（前年同月比９３％）と
なり、前月より２１円下がった。
３月に入っても、大きな動きは見ら
れないが、乳用種も出荷頭数が少なく、
下旬からは引き合いが強くなりそう。
【Ｆ₁去勢】２月の東京食肉市場の交
雑種去勢の税込み枝肉平均単価は、Ｂ
３が１５４５円（同１１３％）、Ｂ２が１４１６円

（同１１９％）だった。前月に比べ、Ｂ３、
Ｂ２ともに３０円上がった。
【和去勢】２月の東京食肉市場の和
牛去勢の税込み枝肉平均単価はＡ４が
２２５５円（同１０３％）、Ａ３が２０５９円（同
１０６％）だった。前月に比べ、Ａ４が６０
円下がり、Ａ３も４４円下がった。３月
に入っても、Ａ４で２２００円前後での推
移となっている。
【輸入量】農畜産業振興機構は３月
の輸入量を総量で３万３５００ｔ（同９１％）
と予測。内訳は、冷蔵品１万４８００ｔ（同
８３％）、冷凍品が１万８７００ｔ（同９９％）。
冷蔵品は国内需要が低迷下にある中、
ほとんどの輸入先で減少するとみられ
る。
【出荷頭数】３月の出荷頭数は、和
牛３万９１００頭（同９７％）、交雑種２万
６００頭（同９４％）、乳用種２万５８００頭
（同８８％）と、全ての品種が前年を下

回る出荷頭数となる見込み。
出荷頭数が少ないことで、年度明け
には活発な動きが期待できる。
向こう１ヵ月の東京市場の税込み枝
肉平均単価は、乳去勢Ｂ２が８５０～９５０
円、Ｆ₁去勢Ｂ４が１６００～１７００円、同Ｂ
３が１５００～１６００円、同Ｂ２が１４００～
１５００円、和牛去勢Ａ４が２２５０～２３５０円、
同Ａ３が２１００～２２００円での推移か。

春に向け、引き合
いが強まり活発な
相場が続きそう

２月の東京食肉市場の豚枝肉税込み
平均単価は、上物が５９４円（前年同月比
１０１％）、中物は５７２円（同１０１％）とな
った。前月に比べ上物が１０２円、中物が
８９円それぞれ上昇した。２月の頭に上
物が６５０円に急騰し、下旬には５００円台
前半に落ち着いてきた。
昨年に続き、低需要期であるこの時
期としては異例の高値相場となった。
輸入が為替や物流の遅れなどで不安定
なこともあり、国産需要は安定してい

る。
農水省の肉豚生産
出荷予測によると、
３月は１４３万頭（前年
同月比９８％）で、前
年よりやや減少する
見込み。
農畜産業振興機構
の需給予測による
と、３月の輸入量は
総量で６万６６００ｔ
（同９７％）と、前年
よりやや減少する見
込み。内訳は、冷蔵

品３万１９００ｔ（同８７％）、冷凍品３万
４７００ｔ（同１０５％）。冷蔵品は、北米産
の現地相場高などから、前年同月を大
きく下回る見込み。
春に向けて、焼き材などの引き合い
が強まることも期待され、相場は強含
みの展開となりそう。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、上物が５５０～６５０円、
中物は５００～６００円で推移か。

Ｆ₁子牛は和牛
からのシフトも
あり強もちあい

【スモール】２月の全国２４市場の１
頭当たり税込み平均価格（農畜産業振
興機構調べ、月末の取引結果を除く暫
定値）は、乳雄が４万６５４９円（前年同
月比１２９％）、Ｆ₁（雄雌含む）は８万９４０３
円（同９５％）となった。前月に比べ、
乳雄は３４６円上がり、Ｆ₁も１万７６６１円
上昇した。
乳雄は頭数が減少傾向にあるが、枝
肉相場が停滞しているのでもちあい
か。Ｆ₁は枝肉相場がやや上昇傾向にあ
り、和牛からのシフトの動きもみられ
るので、強もちあいとなりそう。
【乳素牛】２月の乳素牛の全国１頭
当たり税込み平均価格（左表、月末の

取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が
１７万６００８円（同１０９％）、Ｆ₁去勢は３８万
１３２９円（同１０５％）だった。前月に比べ
乳去勢は２万１８１９円下落、Ｆ₁去勢は１
万１２９５円上昇した。
乳去勢は枝肉相場が軟調なことか

ら、素牛価格も弱もちあいでの推移か。
Ｆ₁去勢は前月から上昇してきており、
和牛からのシフトや頭数減もあり、強
もちあいか。
【和子牛】２月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格（同）は、
６２万７４７８円（同９２％）で、前月より３万
１５５３円上昇した。
和牛の枝肉相場は軟調で、肉牛農家
の導入は抑え気味の状況が続きそうだ
が、人気血統の素牛は安定的に買われ
ており、相場の下支えになっている。

２月の子牛取引状況 （頭、kg、円）

ブロック名 品種
頭数 重量 １頭当たり金額 単価／㎏

当月 前月 当月 前月 当月 前月 当月 前月

北 海 道
乳去 ４１８ ４１１ ３０２ ３０９ １６２，２６６ １９６，６６４ ５３７ ６３６
Ｆ₁去 １，９４７ １，６８０ ３３１ ３３７ ３８５，１５５ ３６５，４０４ １，１６４ １，０８４
和去 ２，１８８ ２，２０６ ３３２ ３３２ ６６７，６６６ ６８０，２８７ ２，０１１ ２，０４９

東 北
乳去 － － － － － － － －
Ｆ₁去 ３ ４ ２４６ ２４１ １４４，８３３ ７１，５００ ５８９ ２９７
和去 ２，０３２ ２，４２９ ３１８ ３１７ ６００，９８８ ５６９，０３４ １，８９０ １，７９６

関 東
乳去 ８０ ２２ ３１６ ３２３ ２８３，８８２ ２７３，６５０ ８９７ ８４８
Ｆ₁去 １５６ １３６ ３４５ ３４６ ３６１，８１６ ３６７，３２７ １，０４９ １，０６２
和去 ８７０ ７４２ ３１６ ３２８ ６５８，５９９ ６５９，５５２ ２，０８４ ２，０１３

北 陸
乳去 － － － － － － － －
Ｆ₁去 － － ２５８ － ２２１，３７５ － ８５８ －
和去 ９４ － ２７７ － ５４３，２４８ － １，９６１ －

東 海
乳去 ２ － ２５２ － ４３，４５０ － １７２ －
Ｆ₁去 ４９ ４５ ３１２ ３１３ ３６７，３３３ ３７８，７９１ １，１７７ １，２１１
和去 ２１９ ４５８ ２６６ ２８３ ７０４，３３７ ６１３，４８５ ２，６４３ ２，１６７

近 畿
乳去 － － － － － － － －
Ｆ₁去 － － － － － － － －
和去 ３５８ ３９１ ２６６ ２６６ ９３２，１８８ ８６３，９６４ ３，５１０ ３，２５１

中 四 国
乳去 ４２ １３ ２８３ ２７６ １１３，６１４ １０６，２７７ ４０２ ３８５
Ｆ₁去 ２１７ ２１９ ３２２ ３２４ ３８４，２１９ ３９２，８８６ １，１９４ １，２１１
和去 ５２８ ７８２ ３０５ ３０４ ５７９，６４８ ５５８，０９４ １，８９９ １，８３５

九州・沖縄
乳去 － － － － － － － －
Ｆ₁去 ４０７ ３９９ ３２０ ３２８ ３７２，３８９ ３７９，９１３ １，１６３ １，１５８
和去 ８，１５３ １０，６８８ ２９９ ２９７ ６０８，６１６ ５６８，２７９ ２，０３３ １，９１２

全 国
乳去 ５４２ ４４６ ３０２ ３０９ １７６，００８ １９７，８２７ ５８３ ６４０
Ｆ₁去 ２，７７９ ２，４８３ ３２９ ３３４ ３８１，３２９ ３７０，０３４ １，１５９ １，１０８
和去 １４，４４２ １７，６９６ ３０７ ３０５ ６２７，４７８ ５９５，９２５ ２，０４４ １，９５４

注：（独）農畜産業振興機構の公表データを基に本紙集計、当月は暫定値。
価格は消費税込み、重量・金額・単価は加重平均。－は上場がなかったことを示す。
関東ブロックは山梨県、長野県、静岡県を含む。

能登半島地震からの復興へ能登半島地震からの復興へ
「いしかわ伝統工芸フェア ２０２４」「いしかわ伝統工芸フェア ２０２４」

大賑わいの会場には、義援金箱も設置されていた

美しい輪島塗のお椀
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し


